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新
入
会
員
紹
介

・
四
日
市
市

　
（
令
和
元
年
十
二
月
）

　
春
名
　
和
弘
さ
ん

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
訃
報

・
四
日
市
市

　

(

令
和
元
年
十
二
月

)

　
山
田
　
佳
良
さ
ん

(

八
六
歳

)

　
加
藤
　
重
人
さ
ん

(

八
三
歳

)

・
鈴
鹿
市

　
田
中
　
宮
子
さ
ん

(

七
五
歳

)

　

(

令
和
二
年
一
月

)

・
四
日
市
市

　
黒
田
　
健
逸
さ
ん

(

八
四
歳

)

　
酒
井
　
　
剛
さ
ん

(

八
八
歳

)

　
寺
崎
ふ
み
子
さ
ん

(

九
〇
歳

)

　
　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

各
趣
味
の
会
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
０
５
９
・
３
３
０
・
１
５
０
４
　
組
合

　
遡
る
こ
と
十
年
前
。
平
成
二

二
年
に
九
つ
の
趣
味
の
会
が
誕

生
。
発
足
後
十
年
が
経
つ
節
目

の
年
を
今
年
迎
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
号
で
は
、
こ
れ

ら
十
年
前
に
誕
生
し
た
趣
味
の

会
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
つ
つ
、

こ
の
十
年
を
総
括
し
た
特
集
記

事
を
掲
載
し
ま
す
。

『
趣
味
の
会
』
こ
の
十
年

　
　
友
の
会
会
長
　
日
比
正
徳

　
平
成
二
一
年
は
友
の
会
活
性

化
を
目
指
し
て
「
趣
味
の
会
を

増
や
そ
う
活
動
」
を
展
開
し
た

一
年
間
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
二
二
年
に
は

家
庭
菜
園
部
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
同
好
会
・
旅
く
ら
ぶ
・
テ
ニ

ス
同
好
会
・
パ
ソ
コ
ン
部
・
船

釣
り
部
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
・
盆

栽
園
芸
部
・
朗
吟
部
が
次
々
と

誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
手
順
は
①
全
会
員
の
趣

味
を
聞
く
②
趣
味
の
会
が
誕
生

し
た
ら
加
入
す
る
か
を
聞
く
③

趣
味
の
会
の
運
営
に
協
力
願
え

る
か
を
聞
き
ま
し
た
。

次
に
協
力
願
え
る
方
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
趣
味
の
会
発
足
準
備

を
実
施
頂
き
、
ほ
ぼ
一
斉
に
誕

生
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
十
年
間
が
経
過
し

た
現
在
、
残
念
な
が
ら
テ
ニ
ス

同
好
会
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
は
存

在
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
他
は
工

夫
と
努
力
を
重
ね
て
活
動
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
下
記
を
読

ん
で
下
さ
い
。

　
十
年
間
を
乗
り
切
っ
た
趣
味

の
会
と
以
前
か
ら
存
在
し
た
趣

味
の
会
を
含
め
て
現
在
合
計
十

二
の
趣
味
の
会
が
活
動
し
て
お

り
、
各
趣
味
の
会
は
皆
さ
ん
の

行
事
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
個
人
と
し
て
心
と
体
の
健
康

は
豊
か
な
人
生
の
基
盤
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
友
の
会
と

し
て
も
元
気
な
会
員
の
皆
さ
ん

で
構
成
す
る
趣
味
の
会
は
貴
重

な
財
産
で
あ
り
、
本
会
の
特
色

で
あ
る
と
共
に
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。
各
趣
味
の
会
が
時
代

の
変
化
を
吸
収
し
て
存
続
し
続

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

『
旅
く
ら
ぶ
』
十
年
の
歩
み

　
　
　
　
　
部
長
　
大
岡
利
勝

　
旅
く
ら
ぶ
は
、
旅
を
通
じ
多

く
の
仲
間
と
交
流
し
見
聞
を
広

め
る
こ
と
等
を
目
的
に
平
成
二

二
年
三
月
会
員
数
十
五
名
で
発

足
。
令
和
二
年
四
月
の
会
員
数

は
五
三
名
に
。
十
年
間
の
行
事

は
①
毎
年
四
月
の
総
会
開
催
②

海
外
旅
行
は
毎
年
開
催
（
中
国

台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
等
、
八
箇
国
を
延
べ
七
一

名
で
実
施
）
③
国
内
旅
行
は
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
毎
年
開
催

し
、
貸
切
バ
ス
ツ
ア
ー
も
平
成

二
四
年
か
ら
毎
年
開
催
。
延
べ

参
加
者
は
四
一
九
名
④
平
成
二

五
年
一
月
か
ら

毎
年
新
年
懇
親

会
を
開
催
。
こ

の
十
年
間
で
諸

行
事
参
加
者
は

延
べ
八
二
二
名

と
な
り
ま
し
た

　
今
年
度
以
降

も
会
員
の
要
望

に
沿
っ
た
行
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

『
グ
ラ
ン
ト
ゴ
ル
フ

　
　
同
好
会
』
十
年
の
歩
み

　
　
　
　
　
会
長
　
黒
川
益
雄

　
平
成
二
二
年
十
月
二
八
日
、

当
時
の
須
賀
会
長
・
土
肥
幹
事

長
・
幹
事
さ
ん
を
中
心
に
塩
浜

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
二
六

名
の
参
加
を
得
て
発
足
。
会
則

は
特
に
無
く
、
活
動
の
目
的
は

会
員
相
互
の
親
睦
と
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
健
康
と
体
力

維
持
を
図
り
身
心
の
増
進
に
努

め
る
事
。
又
、
Ｐ
・
Ｐ
・
Ｋ
（

ピ
ン
・
ピ
ン
・
コ
ロ
リ
）
を
文

字
通
り
の
合
い
言
葉
で
進
め
て

来
ま
し
た
。
年
々
会
員
数
も
増

加
し
、
現
在
で
は
六
〇
名
の
大

所
帯
で
す
。
大
会
会
場
を
平
成

二
五
年
か
ら
四
日
市
中
央
緑
地

の
広
々
と
し
た
芝
生
グ
ラ
ン
ド

に
変
更
し
て
活
動
し
て
ま
し
た

が
、
三
重
国
体
改
装
工
事
の
為

平
成
二
九
年
か
ら
塩
浜
に
戻
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は
体
力
に
大
き
な
負
担

が
掛
か
ら
ず
、
何
方
で
も
出
来

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
是
非
ご
入

会
く
だ
さ
い
。

『
パ
ソ
コ
ン
部
の
十
年
』

　
　
　
　
　
部
長
　
日
比
正
徳

 
パ
ソ
コ
ン
部
は
平
成
二
二
年

二
月
二
日
に
二
二
人
で
発
足
し

ま
し
た
。

以
来
部
長
は
市
川
・

豊
浦
・
日
比
に
移
っ
て
い
ま
す

が
、
毎
月
一
回
の
例
会
開
催
は

ず
っ
と
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、

友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
投
稿
係
も
パ
ソ
コ
ン
部
の

三
名
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

 
 

『
船
釣
り
部
』
十
年
の
歩
み

　
　
　
　
 
部
長
　
平
子
光
則

　
船
釣
り
部
の
原
点
は
、
Ｏ
Ｂ

と
そ
の
家
族
及
び
現
役
メ
ン
バ

ー
で
活
動
し
て
い
た
『
釣
戦
会
』

で
す
。
当
時
、
友
の
会
会
長
か

ら
の
強
い
お
誘
い
が
あ
り
『
船

釣
り
部
』

と
し
て
趣
味
の
会
の

一
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
釣
行
は
、
三
月
か
ら

十
一
月
の
第
三
土
曜
日
。
現
在

は
四
月
か
ら
釣
行
を
開
始
し
、

四
月
に
は
メ
バ
ル
、
五
月
か
ら

十
一
月
ま
で
は
真
鯛
を
中
心
に

夏
か
ら
秋
口
に
は
ハ
マ
チ
、
ワ

ラ
サ
等
の
青
物
ま
じ
り
を
期
待

し
て
の
釣
行
と
な
り
ま
す
。

七
十
セ
ン
チ
超
え
の
真
鯛
や
ワ

ラ
サ
を
釣
り
上
げ
た
時
の
興
奮

を
楽
し
み
に
釣
行
し
て
い
ま
す
。

釣
果
の
土
産
は
、
陸
に
あ
が
っ

た
後
、
ク
ジ
引
き
に
て
皆
平
等

に
分
け
合
い
、
ク
ー
ラ
ー
に
詰

め
帰
宅
し
ま
す
。

　
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
『

船
釣
り
部
』
に
興
味
の
あ
る
方

メ
ン
バ
ー

或
い
は
事
務
局
迄
是

非
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
部

　
　
　
　
部
長
　
　
松
浦
良
一

　
　
　
　
幹
事
長
　
岡
本
一
見

　
高
齢
者
退
職
者
福
祉
共
済
会

主
催
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
三
月

四
日
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
影

響
に
よ
り
、
中
止
の
連
絡
が
大

会
事
務
局
よ
り
入
り
ま
し
た
。

予
想
は
し
て
い
ま
し
た
が
残
念

で
す
。
ま
た
、
そ
の
準
備
に
関

係
し
て
頂
い
て
い
た
方
々
に
は

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る

四
月
初
旬
の
時
点
で
も
、
国
内

感
染
者
は
日
々
増
え
、
終
息
の

見
通
し
が
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん

一
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
、
私
達
も
感
染
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

カ
メ
ラ
部

　
　
　
　
部
長
　
　
戸
田
英
義

　
　
　
　
幹
事
長
　
安
藤
宣
朗

　
カ
メ
ラ
部
で
は
、
昨
年
十
一

月
二
五
日
部
内
で
の
フ
リ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
多
数
の
力

作
の
中
か
ら
、
部
長
賞
に
舘
幸

作
さ
ん
、
優
秀
賞
に
坂
井
邦
夫

さ
ん
、
優
良
賞
に
安
藤
宣
朗
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

初
春
の
撮

影
会
を
三

月
十
五
日

「
近
江
八

幡
左
義
長

祭
り
撮
影

会
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
関
係
で
中
止
と
な
り
残

念
で
し
た
。

ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
　
会
長
　
　
堀
内
　
定

　
　
　
　
幹
事
長
　
児
玉
吉
彦

　
今
年
度
も
四
月
二
日
、
六
月

十
日
、
九
月
十
五
日
、
十
一
月

六
日
の
計
四
回
開
催
す
る
計
画

で
お
り
ま
し
た
が
、
四
月
二
日

第
一
三
六
回
大
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
残
念
な

が
ら
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
早
く
収
束
し
六
月
の
大
会

は
計
画
通
り
開
催
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
会

員
数
は
一
五
三
名
で
一
大
会
当

た
り
八
十
名
を
超
え
る
皆
様
の

ご
参
加
頂
い
て
お
り
ま
す
。
又

八
十
歳
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
毎

回
、
十
二
～
三
名
参
加
を
頂
い

て
お
り
若
い
方
に
属
す
る
皆
さ

ん
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
部

　
　
　
　
部
長
　
　
日
比
正
徳

　
　
　
　
副
部
長
　
黒
川
徳
男

　
三
月
二
九
日
の
ふ
る
さ
と
巡

り
（
菰
野
町
）
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
で
五
月
九
日
に

延
期
し
ま
し
た
。
案
内
人
は
地

元
の
川
嶋
さ
ん
。
菰
野
駅
・
菰

野
城
ゆ
か
り
の
地
・
役
場
横
の

公
園
で
足
湯
と
昼
食
。
三
滝
川

沿
い
・
道
の

駅
・
ゴ
ー
ル

は
中
菰
野
駅

ま
で
。

　　
そ
の
次
の

ふ
る
さ
と
巡

り
は
、
桑
名

市
内
散
策
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
二
０
一
０
年
度
に
構

築
し
た
自
販
機
生
産
ラ
イ
ン
を

十
年
ぶ
り
に
大
規
模
に
改
革
し

ま
し
た
。

　
分
か
れ
て
い
た
本
体
組
立
と

扉
組
立
を
一
本
化
し
、
コ
ン
パ

ク
ト
化
と
効
率
化
を
追
求
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
ラ
イ
ン
の

改
革
か
ら
得
た
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、
自
販
機
の
心
臓
部
で
あ

る
冷
却
ユ
ニ
ッ
ト
の
製
造
ラ
イ

ン
を
同
エ
リ
ア
の
中
央
部
に
構

築
。
別
の
建
屋
か
ら
の
運
搬
供

給
を
廃
止
し
、
同
じ
エ
リ
ア
で

生
産
／
供
給
す
る
方
式
で
生
産

効
率
を
徹
底
追
求
し
て
い
ま
す

　
更
に
こ
の
新
冷
却
ユ
ニ
ッ
ト

ラ
イ
ン
は
今
ま
で
以
上
に
厳
し

い
検
査
設
備
を
ラ
イ
ン
上
に
配

置
し
、
市
場
品
質
を
更
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
取
組
み
の
中
に
も

運
搬
通
路
の
整
備
や
作
業
者
エ

リ
ア
の
集
約
な
ど
、
過
去
か
ら

培
っ
て
き
た
改
善
力
を
盛
込
み

ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
一
体
で
協
力

し
な
が
ら
、
数
年
か
か
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
一
年
間
で
実
現
し
、
自

販
機
工
場
の
景
色
を
大
き
く
変

貌
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
時
代
や
環
境
の

変
化
に
も
負
け
な
い
三
重
工
場

と
し
て
、
も
の
つ
く
り
の
進
化

と
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
（
三
重
工
場
総
務
課
）

　　友の会お見舞い制度

　■病気見舞い制度
　　入院２０日以上の場合
　　　　（原則年間１回）
　■会員死亡の場合の弔慰制度
　　氏名，逝去日，通夜と告別式の
　　日時・場所等をご連絡下さい
　◇連絡先は次のいずれか。
　・組合　☎059-330-1504
　・友の会事務局長（黒川）
　　　　　☎090-9177-0575

趣
味
の
会

三
重
工
場

ト
ピ
ッ
ク
ス
＆
ニ
ュ
ー
ス

三
重
工
場

ト
ピ
ッ
ク
ス
＆
ニ
ュ
ー
ス

部長賞受賞作品


